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村では、村財政について関心を持ちご理解をいただくため、財政状況を年２回公表しています。
今回は、平成 30 年 3 月 31 日現在の予算執行状況や村債及び村有財産の状況をお知らせします。
なお、未収・未払を整理する期間が５月 31 日まであるため、今回公表する内容は決算数値とは異なります。
また、平成 30 年度への繰越事業を含んでいるため、収入率・執行率の一部が低くなっています。

平成 29 年度  財政状況の公表（平成 30 年 3 月 31日現在）

その他の内訳：議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧費、予備費

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 9 億 8536 万円 8 億 9681 万円 91.0％ 9 億 75 万円 91.4％
診療所特別会計 7143 万円 5462 万円 76.5％ 6072 万円 85.0％
介護保険特別会計 7 億 4913 万円 6 億 2000 万円 82.8％ 6 億 243 万円 80.4％
後期高齢者医療特別会計 7897 万円 7758 万円 98.2％ 7023 万円 88.9％
温泉開発事業特別会計 5058 万円 5282 万円 104.4％ 4261 万円 84.2％
農業集落排水事業特別会計 1 億 681 万円 6620 万円 62.0％ 8914 万円 83.5％
下水道事業特別会計 2 億 2449 万円 1 億 4949 万円 66.6％ 1 億 9899 万円 88.6％

区　分 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 1 億 3482 万円 1 億 4355 万円 106.5%
収益的支出 1 億 3428 万円 1 億 2780 万円 95.2%

区　分 予算現額 執行額 執行率
資本的収入 2190 万円 1477 万円 67.4%
資本的支出 4996 万円 4033 万円 80.7%

一　般　会　計 32 億 5863 万円
診療所特別会計 6805 万円
農業集落排水事業特別会計 3 億 6150 万円
下水道事業特別会計 10 億 8563 万円
上水道事業会計 4 億 6441 万円

区　　分 現　在　高

行政財産 土　地 300,523㎡
建　物 51,728㎡

普通財産
宅　地 73,182㎡
その他 15,084,063㎡
建　物 1,135㎡

有価証券 234 万円
債 券（貸付金） 9644 万円
出資による権利 3114 万円
基金（土地） 10,000㎡
基金（現金） 31 億 5267 万円

◆総務課企画財政係 ☎２１４―９２４３

一般会計予算執行状況

特別会計予算執行状況

企業会計　上水道事業会計予算執行状況

村債の状況

村有財産の状況

収入済額… 36 億 8821 万円
収入率…… 86.0％

予算額 42 億 8648 万円
〈平成 28 年度 繰越明許費を含む〉

支出済額… 35 億 621 万円
執行率…… 81.8％

…予算額
…執行額

その他の内訳：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金、財産収入、寄附金、繰入金、諸収入

区　 分 村　税 地方交付税 国庫支出金 県支出金 使用料及び手数料 繰越金 村　債 その他
予 算 額 7 億 205 万円 17 億 8274 万円 4 億 6025 万円 2 億 3142 万円 7069 万円 2 億 883 万円 4 億 3580 万円 3 億 9470 万円 
収入済額 6 億 7182 万円 18 億 2196 万円 3 億 3713 万円 1 億 1409 万円 6915 万円 2 億 883 万円 1 億 2860 万円 3 億 3663 万円 
収 入 率 95.7% 102.2% 73.3% 49.3% 97.8% 100.0% 29.5% 85.3%

区　 分 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 土木費 教育費 公債費 その他
予 算 額 4 億 9061 万円 9 億 3291 万円 4 億 1095 万円 4 億 1368 万円 7 億 8753 万円 3 億 804 万円 4 億 4934 万円 4 億 9342 万円 
支出済額 4 億 3400 万円 7 億 2289 万円 3 億 5543 万円 2 億 9939 万円 5 億 4837 万円 2 億 7817 万円 4 億 4923 万円 4 億 1873 万円 
執 行 率 88.5% 77.5% 86.5% 72.4% 69.6% 90.3% 99.9% 84.9%
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村民の皆さまから行政全般へのご意見、ご要望をお聴きし、今後の村づくりにつなげるため、次のとおりブ
ロック行政懇談会を開催しますので、ご参加いただきますようお願いいたします。
なお、該当地区の懇談会に都合のつかない方は他の会場へご参加ください。

懇談内容　◦平成 30 年度当初予算概要及び重点施策について
　　　　　◦村政運営について
　　　　　◦その他
日　　程 日　時 ブロック 場　所 該当地区

５月17日㈭
　　午後７時〜 第１ブロック 西部地区転作促進センター

（堀之内）
千本松、新堀、堀之内、水中、久保、
大字高井

５月18日㈮
　　午後7時〜 第２ブロック 荒井原ふれあいセンター 赤和、荒井原、紫、緑ケ丘、大字高井

５月21日㈪
　　午後7時〜 第４ブロック 中山会館 駒場、松原、桝形、中原、三郷、

なかひら、大字中山
５月23日㈬
　　午後7時〜 第３ブロック 保健福祉総合センター 二ツ石、松南、黒部、牧、福井原、

大字牧
５月25日㈮
　　午後7時〜 第５ブロック 奥山田基幹集落センター 宮関、蕨平、天神原、荻久保、温泉、

五色、七味、牧場、大字奥山田

◆総務課企画財政係　☎２１４―９２４３

ブロック行政懇談会を開催します

平成 29 年度  高山村ふるさと景観育成寄附金の活用状況

　延べ 1,081 人、総額 1,572 万円のご寄附を
いただきました。

寄附金の受け入れ状況

山田 祐司 様（長野市）
山田 　薫 様（長野市）
鈴木 憲子 様（埼玉県さいたま市）
※お名前は、ご本人に承諾を得て掲載しています。

なお、匿名希望の方及び返礼品の贈呈を伴う寄附
者の方については掲載していません。

　平成 29 年度にご寄附をいただいた 1,572 万円と、繰越分
100 万円を合わせた 1,672 万円のうち、1,650 万円を各種事業
に活用させていただきました。

　なお、寄附金の総額から平成 29 年度に活用させていただいた
金額を差し引いた残額 22 万円につきましては、基金残高として
繰越し、本年度以降の景観育成事業に活用させていただきます。

◆総務課企画財政係　☎２１４―９２４３

使途指定事業別寄附金の状況
寄附金の活用事業

山里の原風景の保全・育成 136 万円

森林景観の整備 88 万円

農村景観の保全・育成 80 万円

景観育成活動・団体等への支援 95 万円

指定なし 1,173 万円

山里の原風景の保全・育成
山田牧場放牧推進事業、
日本で最も美しい村連合事業等

247 万 1 千円

森林景観の整備
林道維持管理事業、森林造成事業等 598 万 9 千円

農村景観の保全・育成
農地維持管理事業、鳥獣害防除対策事業等 609 万 3 千円

景観育成活動・団体等への支援
信州高山村古道復活みちおしえの会補助事業、
廃棄物収集所設置補助事業等

194 万 7 千円

翌年度へ繰越 22 万円

村では、平成20年度から「心を癒す高山村の風景を一緒に守り育てたい」という思いを形にするため、村の
景観育成事業にご賛同くださる皆さまからご寄附をいただいてきましたが、本村の魅力を広く全国に発信し、
地域経済の活性化に資することを目的として、新たに平成29年 10月 2日から返礼品を伴うふるさと納税
の取り組みを開始しました。
このたび、平成29年度の高山村ふるさと景観育成寄附金の活用状況がまとまりましたのでお知らせします。

返礼品を伴わない寄附者のご芳名（お申し込み順）

寄附金の活用状況
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平成 30 年度 各種健診のお知らせ
Ⅰ 基本健康診査

健診対象者
　次に該当する方で、基本健康診査の申し込
みをされた方
◦ 20 歳～ 39 歳の方で、職場等で健診を受診

する機会がない方
◦ 40 歳～ 74 歳の高山村国民健康保険加入者
◦後期高齢者医療保険加入者

健  診  内  容 対  象  者 料 金

基本項目
問診・身体測定・
血圧測定・尿検査・
血液検査・内科診察・
栄養指導・歯科指導

全受診者 無料

オプション 心電図 希望者 300 円
医師が必要と認めた者 無料

眼底 医師が必要と認めた者 無料

受付日時・健診会場

実  施  日 受  付  時  間 場　　所午　前 午　後

６月

19 日㈫ ８時～ 11 時 １時～２時 堀之内研修センター
20 日㈬ ８時～ 11 時 １時～２時 高井トレーニングセンター
21 日㈭ ８時～ 11 時 １時～２時 北部トレーニングセンター

22 日㈮ ８時～ 11 時 １時～２時 ふるさとセンター（蕨平）
５時～７時

保健福祉総合センター

７月

22 日㈰ ８時～ 10 時
23 日㈪ ８時～ 11 時 １時～２時
24 日㈫ ８時～ 11 時 １時～２時 公民館講堂
25 日㈬ ８時～ 11 時 １時～２時

保健福祉総合センター26 日㈭ ８時～ 11 時 １時～２時
９月 ６日㈭ ８時～ 11 時 １時～２時
１月 17 日㈭ ８時 30 分～ 10 時 30 分

持ち物　◦保険証　◦問診票　◦当日の尿

Ⅱ 国民健康保険以外の方の特定健診
　高山村国民健康保険以外の医療保険加入者の方で、40 歳～ 74 歳の方は、村の健診会場で、特定健診を受け
ることができますので、次のとおり申し込みをしてください。

申込方法
長野県健康づくり事業団へ直接お申し込みください。
予約専用フリーダイヤル　☎０１２０（１０６）９６９（予約受付時間　平日午前９時～午後６時）

実施日時・健診会場
上記と同様の日程
＊詳細につきましては、ご加入の医療保険組合へお問合せください。

Ⅲ 肝炎検査・前立腺がん検査・食塩摂取量検査・歯科健康診査
　村では、基本健康診査の
実施日にあわせて、各種検
査を実施します。これらの
検査は、国民健康保険加入
者以外の方でも受診できま
す。詳しくは、保健福祉総
合センターまでお問い合わ
せください。
　なお、健診等の対象者年
齢は、平成 31 年３月 31 日
時点の年齢です。

検 査 名 対　　象　　者 検査方法 料 金

Ｂ型Ｃ型肝炎
ウイルス検査

40 歳以上で検査を受けたことがない方
血液検査

400 円
節目年齢（40・45・50・55・60・65・70 歳）
の方で検査を受けたことがない方 無料

前立腺がん
（ＰＳＡ）検査 50 歳以上の男性 血液検査 600 円

食塩摂取量検査 希望者 尿検査 無料

歯科健康診査 節目年齢（20･25･30･35･40･45･50･55･
60･65･70･75･80 歳）の方

歯科健診
歯科指導 無料

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２

※歯科健康診査は、６、７月に実施する基本健康診査日（７月 22 日を除く）の午後
１時 30 分～２時 30 分までの受付です。
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ず
に
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
会
組
織
で

協
力
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
に
対
し
て
行
政
区
等
で
協
力
し
、

土
の
う
袋
を
用
意
す
る
な
ど
、
日
頃
か

ら
防
災
活
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

災
害
が
発
生
し
避
難
す
る
場
合
に
は
、

隣
近
所
で
声
を
か
け
合
っ
て
早
め
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
７
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「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」
は
、

農
家
と
非
農
家
の
方
が
、
共
同
で
地
域
の

農
村
の
原
風
景
や
自
然
環
境
を
次
世
代
へ

引
き
継
ぎ
、
美
し
い
村
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
村
内
26
活
動
組
織

が
、
交
付
金
を
活
用
し
、
農
道
や
水
路
の

施
設
点
検
な
ど
の
維
持
管
理
の
ほ
か
、
環

境
整
備
や
遊
休
農
地
を
利
用
し
た
景
観
作

物
の
栽
培
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

活 動 組 織 数 26 組織

対象農用地面積 307.3ha
（田：129.5ha　畑：177.8ha）

活動支援交付金
14,704 千円

（農地維持 7,442 千円、資源
向上 2,472 千円、資源向上

（長寿命化）4,790 千円）

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
」
は
、
急
傾
斜
な
ど
に
よ
り
農
業
生
産

条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、

美
し
い
農
村
の
景
観
や
農
地
の
保
全
、
水

田
や
畑
が
有
し
て
い
る
水
源
か
ん
養
等
の

多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
に

支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
集
落
ご
と
の
農

地
管
理
方
法
や
役
割
分
担
を
取
り
決
め
た

協
定
を
締
結
の
う
え
、
共
同
で
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

各
集
落
で
は
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し

て
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
草
刈
り
、

水
田
周
辺
整
備
や
水
路
管
理
等
の
保
全
管

理
活
動
に
加
え
、
将
来
を
見
据
え
た
担
い

手
の
育
成
、
ホ
タ
ル
な
ど
の
自
然
観
察
会

や
環
境
学
習
会
の
開
催
、
農
作
業
体
験
の

実
施
な
ど
、
集
落
の
特
性
を
活
か
し
た
活

動
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
ま
で
15
年
に
わ
た
り
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
の
事
業
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
」
と
と
も
に
、
日
本
型
直
接
支
払

制
度
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
、
引
き
続

き
第
４
期
目
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

村
内
の
各
集
落
で
は
、
農
地
が
有
し
て
い

る
水
源
か
ん
養
等
の
多
面
的
機
能
を
維
持

す
る
た
め
、
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
本
村
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
と
美
し
い
農
村
の
原
風
景
を
守
る

活
動
で
も
あ
り
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

平成29年度
中山間地域等直接支払交付金事業

平成29年度
多面的機能支払交付金事業

協 定 集 落 数 21 集落

対象農用地面積 165.8 ha

直接支払交付金 20,733 千円

恵まれた自然環境と
　美しい農村の原風景を守る活動

平
成
29
年
度

　
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
実
施
状
況

平
成
29
年
度

 

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
の
活
用
状
況

　
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
美
し

い
農
村
の
原
風
景
を
守
る
活
動
に
つ
い
て
、

農
家
だ
け
で
な
く
景
観
条
例
を
制
定
し
た

村
と
村
内
に
暮
ら
す
住
民
全
て
の
課
題
と

し
て
関
心
を
持
ち
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

滝ノ入地区の路面補修作業
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村内循環バス「ふれあい号（牧・奥山田線）」の車両ラッピング

デザインを募集しています !!
本年 10 月の村内公共交通再編に伴い、牧・奥山田地域の昼間時については定時定路線型の 10 人乗りワゴン
車を、高井・中山地域については予約制の乗合タクシーを運行する予定としていますが、これまで村民の皆さ
まに親しまれてきました村内循環バス「ふれあい号」の名称は、今後も牧・奥山田地域を運行するために購入
予定の 10 人乗りワゴン車の名称として、引き続き使用してまいります。
そこで、この「ふれあい号」を広く知っていただくとともに、村民の皆さまに親しみや愛着を感じていただく
ことで利用促進を図るため、牧・奥山田地域を走るのにふさわしいデザインを募集します。

募集内容　車両デザイン
10 人乗りワゴン車両の両側面、前後面にラッピング

（イラスト、デザイン等を印刷したフィルムを車体に貼り付ける）
募集資格　制限なし（どなたでも応募可能）
応募方法　応募用紙に色鉛筆、絵の具等で着色デザインのうえ提出

（ＰＤＦ形式もしくはＪＰＥＧ形式でも応募可能）
応募用紙等の入手方法

◦保健福祉総合センターまたは役場窓口にて受け取り
◦村ホームページからダウンロード

提出方法　保健福祉総合センターへ持参または郵送
応募締切　５月 31 日 ㈭
審　　査　選考委員会において審査し決定します
結　　果　広報たかやま及び村ホームページで発表します

◆村民生活課福祉係　☎２４２―１２０１

新

民生児童委員が
替わりました

　民生児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受
け、住民の様々な相談に応じ、必要な援助を行い、
社会福祉の増進に努めています。
　村内で活動していただいている民生児童委員
19 名のうち、子育ての不安や妊娠中の心配ごと
などの相談・支援を行っているのが主任児童委
員です。
　これまで主任児童委員としてご尽力いただい
た牧益子さんが３月 31 日をもって退任され、４
月１日から次の方が新たに就任されました。

新・主任児童委員
　氏　　名　黒岩道子 さん
　担当地区　村内全域
　任　　期　平成 31 年 11 月 30 日まで

◆村民生活課福祉係　☎２４２―１２０１

　４月 25 日㈬、中原区出身の渋谷文雄様（東京都在住）
から、高山小学校の天体観測機器など、学校設備の充
実に役立てて欲しいと、村に 200 万円をご寄附いただ
きました。渋谷様には昨年も高山中学校吹奏楽器整備
のためにご寄附をいただいております。このご好意に
心より感謝申し上げますとともに、貴重な寄附金は有
効に活用させていただきます。

◆総務課企画財政係　☎２１４―９２４３

高山小学校に
ご寄附をいただきました
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地
球
に
優
し
い
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

薪
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

設
置
の
際
は
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
と
は
、
薪

や
ペ
レ
ッ
ト
（
お
が
粉
や
カ
ン
ナ
屑
な
ど

製
材
副
産
物
を
圧
縮
成
型
し
た
小
粒
の
固

形
燃
料
）
な
ど
を
燃
料
と
し
た
ス
ト
ー
ブ

の
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
は
も
ち
ろ

ん
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
や
木
材（
特

に
山
林
の
間
伐
作
業
の
際
に
発
生
す
る
低

質
材
）
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、
遠
赤

外
線
効
果
に
よ
り
身
体
の
芯
か
ら
暖
ま
り
、

火
を
消
し
て
か
ら
も
長
時
間
に
渡
り
暖
か

さ
が
持
続
す
る
特
長
が
あ
り
ま
す
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
と
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

違
い
と
し
て
、
薪
ス
ト
ー
ブ
は
薪
を
適
時

追
加
し
、
火
を
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
燃
料
タ
ン
ク
か
ら

自
動
的
に
ペ
レ
ッ
ト
を
供
給
し
温
度
を
調

節
す
る
た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
に
比
べ
る
と

手
間
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
燃
料
と
な
る
ペ
レ
ッ
ト
は
自
己

調
達
が
難
し
く
、
販
売
業
者
か
ら
購
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
薪
は
山
や
果

樹
園
等
か
ら
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
燃
料
代
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
比

べ
る
と
安
価
に
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
新
た
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
方
を
対
象
に
補
助
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

是
非
購
入
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

補
助
対
象

薪
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
本
体
の
購
入
費

補
助
台
数

　

３
台

補
助
額

　

本
体
価
格
の
２
分
の
１
以
内

　
（
限
度
額
10
万
円
）

申
込
期
限

　

６
月
29
日
㈮

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

 

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

松くい虫被害対策を
実施しています

　

村
で
は
、
松
の
木
を
松
く
い
虫
か
ら
守

る
た
め
、
駆
除
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

松
は
、
杉
、
ヒ
ノ
キ
と
並
ん
で
我
が
国

を
代
表
す
る
樹
種
で
あ
り
、
乾
燥
し
た
や

せ
地
、
尾
根
筋
な
ど
樹
木
の
生
育
し
に
く

い
土
地
で
も
育
ち
、
土
砂
の
流
出
や
崩
壊

を
防
止
し
、
住
宅
や
農
地
な
ど
国
土
を
保

全
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
健
全
な
松
が
、外
国
か
ら
入
っ

て
き
た
「
松
く
い
虫
」（
松
を
枯
ら
す
原
因

と
な
る
線
虫
類
を
運
ぶ
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
の
こ
と
）
に
よ
っ
て
枯
れ
、
貴
重

な
森
林
資
源
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
、
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線
虫

（
体
長
0.6
～
１
㎜
）
を
健
全
な
松
に
運
び
、

こ
の
線
虫
が
松
の
樹
体
内
に
入
り
水
分
の

通
導
を
阻
害
し
、
松
を
枯
ら
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
被
害
木
の
駆
除
方
法

と
し
て
、
被
害
木
を
切
り
倒
し
薬
剤
を
か

け
て
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
に
よ
り
燻く
ん
じ
ょ
う蒸を
行
い
、

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
や
蛹さ
な
ぎを

殺
傷
し
、
飛
散
を
防
止
す
る
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
山
林
の
う
ち
村
が
定
め
た
区
域

内
に
あ
る
被
害
木
に
つ
い
て
は
、
私
有
林

内
で
あ
っ
て
も
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
の
防
止
や
景
観
を
保
全
す
る
た
め
、

山
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

マツノマダラカミキリ
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～ 長野市消費生活センター（もんぜんぷら座４階）～

快適な生活環境を保つために　春季村内一斉清掃のお願い

「ごみゼロの日」
５月 27日㈰ 一斉清掃日

高山村を清潔で美しい生活環境に

環境サポーターの活動
　ごみゼロの日は、ごみの散乱防止と資源の有効
活用を図り、環境保全に対する住民の意識高揚を
図るため、長野県が「きれいな信州環境美化運動」
の一環として４月１日から６月５日までを「ごみ
ゼロの日」統一美化キャンペーン期間とし、５月
27日㈰を一斉行動日と定めています。
　村でも５月 27 日㈰を春季の全村一斉清掃日と
し、地区の衛生組合長さんを通じて家屋の内外や
隣接する道路、側溝、河川等の清掃活動を実施し
ていただくようお願いしています。
　自分が住んでいる地域の快適な生活環境を保つ
ために、地域で行われる清掃活動に積極的に参加
しましょう。

◆村民生活課生活環境係　☎２１４―９２６７

　村では「高山村を清潔で
美しい生活環境とする条例」
に基づき、各地区から推薦
された 26 名の皆さんを「環
境サポーター」として委嘱
しています。
　「環境サポーター」の皆さんは、地区内を毎月
３回程度巡回し、不法投棄の状態を把握し、情報
を村に報告するほか、必要に応じてごみの回収に
もご協力をいただいています。
　「環境サポーター」の皆さんの活動を、地区全
体に広げ、清潔で美しい村を皆さん全員の手でつ
くっていきましょう。

◆村民生活課生活環境係　☎２１４―９２６７

悩まずにご利用ください！

　本年１月から、長野市との連携協定により、村民の皆さんが長野市消費生活センターを利用して、無
料で消費生活相談とともに法律、税務、登記、公証など専門分野における相談ができるようになりました。
　消費生活センターでは、専門の相談員が悪質商法の被害や契約トラブル、多重債務などの相談に応じ、
問題解決のためのアドバイス、専門機関の紹介及び事業者との仲介、あっせんなどを行っています。
　近年、情報社会の高度化や少子高齢化が進行するなかで、消費者を取り巻く環境は著しく変化し、消
費者トラブルに巻き込まれる可能性が高まっています。
　村民の皆さんには、消費生活におけるトラブルなどの被害に遭わないよう十分ご注意をいただくとと
もに、万が一消費者トラブルに遭われた場合は、ひとりで悩まずにぜひ「長野市消費生活センター」に
ご相談ください。

利用時間　平日の午前９時～午後５時（電話による相談は午前８時 30 分～）
　　　　　※法律、税務、登記、公証など専門分野の相談は、予約が必要です。
場　　所　長野市消費生活センター（もんぜんぷら座４階）
　　　　　長野市大字南長野新田町１４８５―１
電　　話　２２４―５７７７

詳しくは、長野市消費生活センターへの電話及びホームページ、または村のホームページでご確認くだ
さい。

◆村民生活課生活環境係　☎２１４―９２６７
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「花街道整備事業」で
  美しい沿道景観づくりを

進めましょう

　春の桜と新緑、夏の避暑、秋の紅葉など高山村には
数多くの魅力ある地域資源があり、年間を通じてたく
さんの皆さまに訪れていただいています。
　村では、こうした方々を心温かくお迎えするととも
に、住民の皆さまが気持ちよく道路を利用していただ
けるよう、花にあふれた美しい沿道景観づくりを推進
しています。
　これまで、主要地方道須坂中野線及び主要地方道豊
野南志賀公園線の沿道やバス停周辺を中心に、団体・
個人ボランティアの方々のご協力をいただいて、美し
い沿道景観の整備が行われてきました。
　今年も、美しい沿道景観整備がさらに全村に広がる
よう、区、育成会、老人クラブなどの団体の皆さまの
ボランティアによる積極的な活動をお願いします。
　なお、植栽していただく花等は村で用意させていた
だきますので、花街道整備事業にご協力いただける方
は、建設水道課までご相談ください。

◆建設水道課建設係　☎２１４―９２９７

村民主体の地域づくり・村づくり
（長野県元気づくり支援金対象事業）

おてんま支援事業を
ご活用ください

　おてんま支援事業
は、住民の皆さん自
らが地域で行う道路・
水路の修繕、景観整
備などに必要な原材
料（道路補修材、砕石、
チップソーの刃、融
雪剤等）を村が支給
するほか、機械等の貸出をすることで、協働の地域づ
くり・村づくりを支援する事業で、県の「元気づくり
支援金」の助成を受けて進めています。
　事業対象団体は、区、耕作組合及び住民が組織し村
長が適当と認めた団体です。
　協働による地域づくり・村づくりのために、村民の
皆さんの積極的なご協力をお願いします。
　「おてんま支援事業」につきましてご不明な点等が
ありましたら、建設水道課までお問い合わせください。

◆建設水道課建設係　☎２１４―９２９７

　４月 11 日㈬、東京都千代田区の「憲政記念館」に
おいて、「第 53 回さくら祭り中央大会」が開催され、
坪井のしだれ桜の会が「さくら功労者」表彰を受賞
されました。この表彰は、さくらの保護、育成に功
績のある方に贈られるもので、平成 30 年度は全国で
個人 11 名、団体 30 の計 41 の皆さんが表彰されると
ともに、憲政記念館前庭では「御車返し」の記念植
樹が行われました。
　坪井のしだれ桜は、三郷地区坪井に位置し、樹齢
推定 600 年とされ、石川県巨樹の会による「日本彼
岸桜見立番附」では、西の小結として老樹の気品を
保っているしだれ桜です。

　村では、有害鳥獣から農作物を守るため、有害
鳥獣の捕獲に必要な狩猟免許の取得経費（講習料・
受験料）に対する助成を行っています。

※村の助成金を希望する場合は、事前に産業振興課
農政係へご相談ください。

◆産業振興課農政係　☎２１４―９２６８

補 助 要 件 村内在住で猟友会に入会し、
有害鳥獣駆除に従事できる方

補助対象経費 講習、受験に係る経費

補 助 率 講習料、受験料の 100％

講 習 会 等
講習会  ６月 16 日㈯
試　験  ６月 23 日㈯
会　場  長野合同庁舎

申 込 期 間 ５月 21日㈪ ～ ６月１日㈮

申 込 先 長野地域振興局林務課
☎２３４―９５２１

◆産業振興課商工観光係　☎２１４―９２９６

狩猟免許を取得しませんか
坪井のしだれ桜の会が

「さくら功労者」表彰を受賞
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４月の高山分署の出動状況  （平成 30 年４月１日～４月 30 日）

火　　災 2     （4）
高山村内の火災　1 件（1）
損害額　0 円（0 円）
死者　0 人（0）　負傷　0 人（0）

調　　査 2     （7）

救　　急 27 （124）

救　　助 0    （0）
※（　）内は、平成 30 年 1 月 1 日からの累計です。

消防情報

＜防火のポイント＞
　暖かくなり農作業や山菜取りなどで山へ入る機会も増
え、下草火災や山火事、遭難事故が多発する時季を迎え
ました。たばこの投げ捨てやたき火等の火の取扱い、遭
難事故には十分注意しましょう。

＊平成 30 年度全国統一防火標語
　　「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」

＜消防情報＞
　６月３日㈰から９日㈯までの７日間、全国一斉に「危
険物安全週間」が実施されます。
　この機会にご家庭にあるホームタンクなど、身の周り
にある危険物をもう一度点検しましょう。

＊平成 30 年度危険物安全週間推進標語
　　「この一球　届け無事故へ　みんなの願い」

＜老朽化消火器回収のお知らせ＞
日　時　６月９日㈯
　　　　　午前 10 時から 12 時まで
場　所　須坂市大字小山 1306 番地　
　　　　須坂市消防本部前庭
料　金　有料（大きさにより 2,000 円前後）

＜甲種防火管理新規講習会のお知らせ＞
日　時　６月 28 日㈭

　午前９時から午後４時 30 分
６月 29 日㈮
　午前９時 30 分から午後５時までの２日間

場　所　須坂市消防本部３階大会議室
受講料　5,000 円
　　　　但し、須高危険物・防火管理協会会員は 4,000 円
対　象　事業所などで防火管理を担当する方で、防火管

理者の資格のない方
受付期間　５月 28 日㈪から６月８日㈮まで
　　　　（須坂市消防署高山分署でも受付可能）

＜お問い合わせ＞
• 消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
  ☎２４５―１１１９
• お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
  ☎２４８―０１１９

　 学 校 だ よ り 高 山 小 学 校249

　今年度の児童会では「自分からあいさつをする」という
ことを目標にがんばります。ぼくたちが低学年の頃に比べ
るとあいさつの声は増えてきたと思いますが、自分から大
きな声であいさつができる人は少ないと感じます。あいさ
つが自然にできるようにするために、休み時間にドッジボー
ル集会など、学年の違うクラスの人ともたくさん触れ合え
る時間を作って、自分からあいさつができるような関係に
なっていけるといいなと思います。そして、6 年生がみん
なのお手本になってあいさつあふれる高山小学校にしたい
です。他にもユニセフ募金や、書き損じ葉書集め、古歯ブ
ラシ回収などで人や自然を大切にする活動をしていく予定
です。ぜひ､ 協力をよろしくお願いします。

あいさつあふれる学校へ
岡部　煌大

　平成 29 年度から始まった「ほっとカフェ」。１年間で
６回開催し、延べ 120 人の方に参加していただきました。
　「ほっとカフェ」には、在宅介護をされている方や、在
宅介護を経験された方、介護に携わる方などが集まりま
す。日頃の悩みを相談したり、身体を動かしてリフレッ
シュしたり、談笑したりできる場所としてご利用いただ
いています。
　これからも「ほっとカフェ」が「ほっとできて元気の
出る場所」となりますよう、大勢の皆さんのご参加をお
待ちしています。

開催日　５月 24 日㈭、７月 26 日㈭、９月 27 日㈭、
11 月 22 日㈭、平成 31 年１月 24 日㈭、
平成 31 年３月 14 日㈭

時　間　午後１時 30 分～午後３時
場　所　保健福祉総合センター
参加費　200 円程度

　カフェの運営に携わっていただけるボランティアの皆
さんを募集しています。詳しくは、地域包括支援センター
までお問い合わせください。

◆地域包括支援センター　☎２４２―１２０３

福祉のひろば

平成 30年度「ほっとカフェ」が
オープンします



2018.5.15 広報 12

　

お
ご
っ
そ
に
乾
杯
実
行
委
員
会
で
は
、

４
月
14
日
㈯
午
後
６
時
か
ら
、「
桜
と
ロ

ゼ
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
桜
が
咲
き
誇
る
春

に
ピ
ン
ク
色
の
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
で
乾
杯
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
第
19
回
信
州
高
山
桜

ま
つ
り
の
期
間
中
（
４
月
14
日
㈯
～
５
月

６
日
㈰
）
に
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
た
様

子
を
撮
影
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、
高
山
村

産
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
春
の
お
ご
っ
そ
に
乾
杯
！
で
は

各
家
庭
や
、
村
内
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
店
、

協
賛
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
た
く
さ
ん
の
方

に
桜
と
ロ
ゼ
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
ご
っ
そ
に
乾
杯
実
行
委
員
会
で
は
引

き
続
き
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

４
月
28
日
㈯
、
松
本
市
松
本
平
広
域
公

園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第

28
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

に
、
高
山
村
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

監
督
の
宮
下
一
雄
さ
ん
の
指
導
の
下
、

補
欠
を
合
わ
せ
選
手
12
名
が
参
加
し
、
９

区
間
４
２
．
１
９
５
㎞
を
走
り
切
り
、
全

56
チ
ー
ム
中
53
位
で
ゴ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
強
い
日

差
し
の
中
、
繰
り

上
げ
ス
タ
ー
ト
に

な
っ
て
し
ま
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
走

り
切
り
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん

大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

春
の
お
ご
っ
そ
に
乾
杯
！

第
28
回 

長
野
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
争
大
会

信
州
高
山
桜
ま
つ
り

桜
め
ぐ
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

消
防
出
初
式

　

４
月
８
日
㈰
、

平
成
30
年
度
高

山
村
消
防
出
初

式
が
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
山
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
村
長
に
よ

る
点
検
が
実
施

さ
れ
た
後
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
、
ラ
ッ
パ

吹
奏
訓
練
が
行

わ
れ
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
が

披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
導
に
、
参
列

者
全
員
に
よ
る
分
列
行
進
で
は
、
村
長
に

よ
る
観
閲
が
行
わ
れ
る
な
か
、
た
く
さ
ん

の
観
客
に
見
守
ら
れ
堂
々
と
行
進
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

高
山
中
学
校
体
育
館
で
は
、
式
典
が
行

わ
れ
、
永
年
消
防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
た

消
防
団
員
の
皆
さ
ま
に
県
・
須
高
消
防
協

会
長
表
彰
、
高
山
村
消
防
団
長
表
彰
が
授

与
さ
れ
、
前
団
長
の
亀
原
明
さ
ん
に
村
長

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
新
た
に
藤
沢
和
人
団
長
が

就
任
し
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」

と
い
う
精
神
の
も
と
、
消
防
団
員
全
員
が

防
火
・
防
災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
㈯
、
21
日
㈯
、
22
日
㈰
に
信

州
高
山
桜
ま
つ
り
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
五
大
桜
す
べ
て
を
巡
る
コ
ー
ス

と
し
て
全
長
17
㎞（
徒
歩
区
間
は
約
15
㎞
）

の
１
コ
ー
ス
の
み
を
設
定
し
、
村
の
桜
の

魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
間
あ
わ
せ
て
50
名
集
ま
っ
た
参
加

者
は
、
午
前
８
時
30
分
に
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン

ド
を
ス
タ
ー
ト
し
、
見
ご
ろ
の
桜
を
巡
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
き
れ
い
で
感

動
し
た
」「
と
て
も
歩
き
が
い
の
あ
る
コ
ー

ス
だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

区
間

氏
名
（
敬
称
略
）

地
　
区

監
督

宮
下　

一
雄

松　

南

１
区

久
保
田
果
音

三　

郷

２
区

井
浦　

史
仁

荒
井
原

３
区

越
田　

真
二

千
本
松

４
区

勝
山　

陽
介

久　

保

５
区

柳
沢　

信
生

水　

中

６
区

西
原　

七
夢

三　

郷

７
区

原　
　

海
翔

中　

原

８
区

宮
川　

鉄
也

荻
久
保

９
区

宮
川　

鉄
也

紫

補
欠

黒
岩　

龍
也

牧

補
欠

渋
谷
健
太
郎

中　

原

補
欠

山
口　

小
桜

荒
井
原
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

農
作
業
の
お
手
伝
い
は

　
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
任
せ
く
だ
さ
い

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

観
光
協
会
の
名
称
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

消
防
技
術
大
会
開
催
のお

知
ら
せ

　

消
防
団
員
の
日

頃
の
訓
練
成
果
を

競
う
消
防
技
術
大

会
が
、
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
元
消
防
団
員

の
勇
姿
に
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
で

は
写
生
大
会
を
行

い
ま
す
の
で
、
園

児
・
児
童
の
み
な

さ
ん
は
奮
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時　

６
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
　
　
所　

高
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
種
目　

小
型
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　
　

ラ
ッ
パ
吹
奏

※
写
生
大
会
の
用
紙
・
ク
レ
ヨ
ン
は
、
主

催
者
で
用
意
し
ま
す
が
、
筆
記
用
具
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課
総
務
係

　

高
山
村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
と
発
生
を
未
然
に
防

止
し
、
農
作
業
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

大
型
機
械
等
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と

も
に
次
の
よ
う
な
作
業
の
受
託
を
行
い
農

家
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
23
年
の
人
権
擁
護
委
員
令
に
基
づ

き
「
人
権
擁
護
委
員
」
制
度
が
設
け
ら
れ
、

翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ

て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関

で
あ
る
「
人
権
擁
護
委
員
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎

年
６
月
１
日
を
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
法
務
局
で
の
相
談
の
ほ
か
、「
全

国
一
斉
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
特
設
人

権
相
談
所
」
を
開
設
す
る
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

村
で
は
、
人
権
に
関
す
る
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

　

古
川　

裕
子

　

大
草　

茂
雄

相
談
専
用
電
話

　

◦
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　

☎
０
１
２
０
︱
０
０
７
︱
１
１
０

　

◦
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
０
５
７
０
︱
０
７
０
︱
８
１
０

　

◦
長
野
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

　
　

☎
２
３
５
︱
６
６
３
４

　

教
育
委
員
会
人
権
推
進
室

　

観
光
協
会
で
は
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
団

体
と
し
て
新
し
い
観
光
の
流
れ
に
沿
っ
た

観
光
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
、
４
月
19
日
よ
り
協
会
名
を
「
信
州
高

山
温
泉
郷
観
光
協
会
」
か
ら
「
信
州
高
山

村
観
光
協
会
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
引
き
続
き
観
光
協
会
と
協
力

し
、
観
光
や
地
域
振
興
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
観
光
協
会
へ
の
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

●お知らせ

役

役

役

役

農
作
業
の
受
託

◦
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
・
代
掻
き
・

畦
塗
り
・
播
種
作
業
及
び
溝
切
作
業

◦
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
麦
・
大
豆
・
そ
ば

の
収
穫
作
業
及
び
そ
ば
の
乾
燥
作
業

草
刈
作
業
の
受
託

　

刈
払
機
に
よ
る
農
地
の
草
刈
り
作
業

農
業
用
機
械
等
の
貸
出
し

キ
ャ
リ
ア
カ
ー
・
刈
払
機
・
背
負
式
動

力
散
布
機
・
高
枝
ノ
コ
ギ
リ
の
貸
出
し

　

各
事
業
に
関
す
る
申
込
み
・
受
託
料
金

な
ど
の
詳
細
は
高
山
村
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
山
村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
産
業
振
興
課
農
政
係
内
）
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道
端
に
咲
く
野
草
に
も
、

瑞
々
し
い
木
々
の
若
葉
に
も
躍

動
感
を
感
ず
る
よ
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
も
ス

タ
ー
ト
し
２
か
月
。
生
涯
学
習

事
業
は
、
学
級
・
講
座
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ

ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
人
権

推
進
活
動
等
で
、
多
く
の
講
座
・

大
会
・
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
計
画
一
覧
を
ご
覧
に

な
り
な
が
ら
、
ど
ん
な
内
容
か

な
、
楽
し
そ
う
だ
な
、
行
っ
て

み
よ
う
か
な
、
な
ど
と
思
わ
れ

た
ら
顔
を
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
話
ま
で
も

機
械
に
依
存
す
る
よ
う
な
昨
今

で
す
が
、
仲
間
と
共
に
互
い
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
合
い
な
が
ら

好
き
な
こ
と
を
す
る
、
外
に
出

て
体
を
動
か
す
、
自
然
を
堪
能

す
る
と
い
う
楽
し
み
は
、
ま
た

格
別
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
あ
る
図
書
室
も
こ
こ

数
年
、
来
館
者
が
増
え
、
貸
出

し
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
開
館
時
間
も
変
え
、
仕

事
帰
り
に
も
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
蔵

書
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
編
集
会
議
を
し
て
い

た
ら
、
近
く
の
部
屋
か
ら
コ
カ

リ
ナ
の
演
奏
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
割
り
付
け
の
相
談
を
し

な
が
ら
、
素
敵
な
や
わ
ら
か
い

音
色
に
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
、
な

に
か
ホ
ッ
と
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

聞
き
な
が
ら
心
の
中
で
歌
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
お
昼

頃
は
、
調
理
室
の
方
か
ら
い
い

匂
い
が
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ

の
美
味
し
そ
う
な
匂
い
に
誘
わ

れ
て
、
つ
い
「
メ
ニ
ュ
ー
は
な
ん

だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

今
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
方

が
公
民
館
の
予
約
に
お
い
で
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
熱
心

に
学
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

私
自
身
、
村
に
長
く
住
ん
で

い
て
も
知
ら
な
い
こ
と
や
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
学
び
な
が
ら
一
年
間
一

所
懸
命
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

公
民
館
に
て

館
長
あ
い
さ
つ

中
村
　
優
子

　

剣
舞
は
、
詩
吟
に
合
わ
せ
て
刀
や
扇

子
な
ど
を
持
っ
て
踊
り
ま
す
。
詩
吟
を

始
め
て
剣
舞
、
詩
舞
、
華
道
吟
、
書

道
吟
な
ど
、
詩
吟
に
合
わ
せ
て
や
る
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
詩
吟
の
先
生
が
剣
舞
を
踊
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
私
も
踊
っ
て
み
た
い
と

思
い
始
め
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
刀
や

扇
子
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
時
の
方

が
多
い
で
す
が
、
踊
っ
て
い
て
楽
し
い

で
す
。
膝
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
体
調
に
あ
わ
せ
て
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
に
入
り
こ
こ
数
年
に
な
い
速
さ

で
春
が
訪
れ
、
高
山
村
の
桜
も
早
い
開

花
と
な
り
ま
し
た
。
作
物
の
花
も
一
カ

月
位
早
い
開
花
に
、
農
家
の
皆
様
は
大

変
苦
労
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
地
球
温
暖
化
に

よ
る
作
物
の
収
穫
時
期
の
早
期
、
遅
れ

が
今
後
心
配
な
事
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
に
入
り
早
く
も
分
館

事
業
を
開
始
さ
れ
て
い
る
地
区
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
区
民
の
皆
様
に
一
年

間
楽
し
く
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
積
極

的
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
区
民
の
皆
様

と
多
く
触
れ
合
い
親
睦
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
分
館
活
動
に
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　「お金を賭けない」
「酒を飲まない」「タ
バコを吸わない」の三
つの約束を守って、健
康的な環境で楽しむ健
康麻雀です。脳の活性
化につながる「脳トレ」
効果や麻雀を楽しむ事
を通して生まれるコミュ
ニケーションが期待され
ます。麻雀をやったこ
とのない方・基礎からも
う一度覚えたい方、お
気軽にどうぞ。

日  程
　６月９日・16日・30日、
　７月７日
場  所　公民館

剣
　
舞

分
館
長
会
長
あ
い
さ
つ

千
本
松
地
区

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

生涯学習
新講座紹介

健康麻雀教室

ユ
ニ
ー
ク
な
分
館
活
動

小森　勉 さん
（松南）

公民館長
望月 千惠子

5月号
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三
郷
区
長
　
関
谷
　
慎
一

う
ん
っ

・
・
・
・

春
っ
て
大
ス
キ
♡

暖
か
い
し
お
花
が

い
っ
ぱ
い
咲
く
し

５
月
っ
て
心
が
ウ

キ
ウ
キ
す
る
ね

先
月
社
内
異
動
が

あ
っ
て
か
ら
未
だ

な
じ
め
な
い
…

も
し
か
し
て
五
月

病
に
な
っ
た
の

か
な
ぁ

ねねお
と
ー
さ
ん

ご
が
つ
だ
か
ら

心
ウ
キ
ウ
キ
な

ん
だ
っ
て
! !

　

樹
齢

600
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る

坪
井
の
し
だ
れ
桜
と
樹
齢

300
年
以

上
の
横
道
の
し
だ
れ
桜
が
、
三
郷

地
区
に
は
点
在
し
、
春
に
は
、
高

山
村
の
五
大
桜
と
し
て
美
し
く
咲

き
誇
り
、
多
く
の
訪
れ
る
人
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
周
辺

に
広
が
る
果
樹
、
田
園
地
帯
、
先

人
の
営
み
を
通
じ
て
根
付
い
た
農

山
村
集
落
と
周
辺
の
山
並
み
と
が

調
和
し
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
山
里
の
原
風
景
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
三
郷
区
で
は
、
毎
年
、
老

人
会
、
育
成
会
、
区
役
員
で
菜
の

花
の
種
ま
き
を
し
、
区
民
総
出
で

訪
れ
る
お
客
様
に
対
し
お
も
て
な

し
の
心
を
大
切
に
し
、
桜
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
年
の
四
月
高
山
小

学
校
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
小
林
暢

校
長
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
小
布
施
町
の
ご
出
身

で
県
下
の
数
多
く
の
中
学
校
で
勤

務
さ
れ
、
前
任
校
の
飯
山
市
の
常

盤
小
学
校
か
ら
高
山
小
学
校
へ
お

い
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
山
小
の
印
象
を
「
高
山
小
学

校
は
、
校
舎
が
明
る
く
、
春
の
桜

や
花
水
木
の
花
が
き
れ
い
で
、
学

校
か
ら
見
え
る
ア
ル
プ
ス
や
学
校

し
だ
れ
桜
の
古
樹
が
広
が
る

山
里
の
原
風
景坪井のしだれ桜と菜の花

色
々
な
事
に

挑
戦
し
て
欲
し
い （29）

旬
の

人高山小学校長

小林　暢
とおる

帰
り
に
見
え
る
夜
景
が
と
て
も

美
し
く
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。」

　
「

371
名
の
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着

い
て
話
を
聞
く
姿
や
、
校
長
室
に

挨
拶
に
来
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
、

休
み
時
間
に
遊
ぼ
う
と
気
さ
く
に

声
を
か
け
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

を
見
て
い
る
と
、
大
人
の
都
合
で
心

が
す
さ
む
子
ど
も
た
ち
が
い
る
中

で
高
山
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地

域
や
家
庭
で
愛
情
を
か
け
ら
れ
て

育
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。」

　
「
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
く
、

そ
の
方
た
ち
に
お
話
を
伺
う
と
『
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
れ
る
こ
と
は
、

お
金
に
は
か
え
ら
れ
な
い
。』と
お
っ

し
ゃ
り
、
地
域
の
方
々
が
子
ど
も

た
ち
を
一
緒
に
育
て
る
開
か
れ
た
学

校
と
い
う
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
子
ど
も
た
ち
に
望
む

事
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦
す

る
子
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
事
。

心
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
う
な
り
た

い
な
、
と
み
ん
な
思
う
こ
と
が
あ

る
と
思
う
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
何
回
失
敗
し
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
一
つ
で
も

二
つ
で
も
持
つ
こ
と
が
大
事
。
そ
し

て
、
失
敗
し
て
も
そ
れ
を
受
け
止

め
て
あ
げ
ら
れ
る
人
に
も
な
っ
て
ほ

し
い
。

　

多
様
化
し
て
い
る
社
会
に
出
て

生
き
て
い
く
た
め
に
、
小
学
生
の

頃
か
ら
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
、

個
性
を
伸
ば
し
て
い
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
れ
に
は
大
人

も
生
き
生
き
と
活
動
す
る
姿
を
子

ど
も
た
ち
に

見
せ
る
こ
と

も
大
事
」
と

熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

一
年
生
を

迎
え
る
会
で

は
、
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
写
真
に
お
さ
め
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
良

い
表
情
を
写
真
に
撮
り
地
域
に
発

信
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

　

最
後
に
休
日
の
過
ご
し
方
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
休
日
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ

に
し
て
散
歩
を
し
た
り
、
ド
ラ
イ

ブ
を
し
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
い
ま
す
。
高
山
は
、
果
物
も
お

い
し
い
し
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
め
ぐ
り

や
温
泉
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
高
山

の
良
さ
を
体
験
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」

　

終
始
、
笑
顔
で
生
き
生
き
と
お

話
さ
れ
て
い
る
校
長
先
生
の
お
姿

が
印
象
的
で
し
た
。 （
荻
原　

記
）

桜
ま
つ
り
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岡
部
　
煌
大

西
野
　
詩
織

飛
田
　
晟
吾

　

ぼ
く
は
、
児
童
会
長
と
し
て
や

り
た
い
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
あ
い
さ
つ
で
す
。
あ
い
さ

つ
は
自
分
か
ら
す
る
こ
と
に
は
ま
だ

　

わ
た
し
の
登
校
班
の
班
長
と
し

て
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
み
ん

な
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
歩
く
こ

と
で
す
。
わ
た
し
の
班
に
は
二
年

生
の
子
が
い
て
、
あ
ま
り
速
い
と

間
が
開
い
て
し
ま
い
ま
す
。
実
際
、

わ
た
し
の
ペ
ー
ス
が
速
く
て
、
間

が
開
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
何
回

か
あ
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
あ
い
さ
つ
な
ど
も
き
ち

ん
と
し
て
、
班
長
と
し
て
の
つ
と

め
を
は
た
し
た
い
で
す
。

　

自
転
車
ク
ラ
ブ
は
今
４
年
生
３

人
、
５
年
生
１
人
、
６
年
生
４
人

の
計
８
人
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
の
８
位
を
上

回
る
７
位
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

最
終
目
標
は
全
国
制
覇
で
す
が

チ
ー
ム
４
人
全
員
で
全
力
を
出
し

切
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
先
輩
た
ち
が
残

し
て
く
れ
た
歴
史
や
足
あ
と
を

大
切
に
し
、
後
輩
に
た
く
せ
る

よ
う
に
自
転
車
ク
ラ
ブ
全
員
で

一
丸
と
な
っ
て
け
じ
め
を
つ
け

て
、
本
気
で
練
習
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ

ん
に
も
お
世
話
に
な
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
そ
の
分
い
い
結
果

を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

登
校
班
長
に
な
っ
て

叩
い
て
は
聞
い
た
ラ
ジ
オ
に
似
た
頭	

松
本	

浩
子

鯉
の
ぼ
り
五
月
の
風
は
う
ま
か
ろ
う	

園
山	

達
雄

桜
咲
き
一
気
に
心
弾
ん
で
る	

星
川	

み
い
子

皺
く
ち
ゃ
の
心
に
ア
イ
ロ
ン
あ
て
ま
し
ょ
か	

小
山	

武
男

愛
嬌
を
振
り
ま
く
子
等
の
無
邪
気
な
目	

松
本	

利
昭

回
覧
板
見
る
よ
り
先
に
お
隣
へ	

藤
沢	

千
勝

認
知
症
記
憶
の
ポ
ケ
ッ
ト
こ
ぼ
れ
出
る	

勝
山	

千
代
枝

わ
た
く
し
を
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
し
て
元
気	

松
本	

明
子

春
が
来
た
目
先
の
手
順
考
え
る	

平
林	

栄
七

心
地
良
い
疲
れ
仕
事
の
あ
る
至
福	

米
村	

た
ま
き

耳
寄
り
と
聞
け
ば
心
も
揺
れ
て
く
る	

松
本	

秀
司

高
山
川
柳
ク
ラ
ブ
「
そ
よ
風
」

　新聞連載か
ら 77 年の時
を経て刊行さ
れた『雪割草』
は、横溝正史
作品では珍し
いミステリー
ではない長編
小説です。
　一人の女性が次々と襲いかか
る逆境に「負けるもんか」と強
く生き抜こうとし、成長してい
く姿が描かれています。

松倉　弘美

ま
だ
課
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
そ
こ
を
み
ん
な
が
楽
し
め
る

よ
う
な
企
画
を
通
し
て
し
っ
か
り
達

成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
み
ん
な
が
仲
よ
く

な
る
た
め
に
た
く
さ
ん
ふ
れ
合
え
る

よ
う
な
企
画
を
実
行
す
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
新
し
く
企
画
し
た

も
の
な
の
で
、
実
行
が
と
て
も
む
ず

か
し
い
で
す
が
あ
い
さ
つ
に
も
つ
な

が
る
の
で
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

と
し
て
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
書
き
損
じ
は
が
き
を

募
金
す
る
こ
と
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
み
た
い
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
こ
と
に
ち
ょ
う

戦
し
て
、
一
年
間
が
ん
ば
り
ま

す
。

児
童
会
長
と
し
て

や
り
た
い
こ
と

自
転
車
ク
ラ
ブ

今
年
の
い
き
ご
み

がんばる小学生
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38《材料》（４人分）

　

５
月
の
連
休
を
過
ぎ
る
と
山
の

緑
が
ま
し
、そ
の
中
に
紫
色
の
フ

ジ
の
花
が
咲
い
て
き
ま
す
。桜
の

後
、山
を
彩
る
フ
ジ
は
美
し
く
、昔

か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

歌
舞
伎
の
藤
娘
で
は
藤
が
女

性
、藤
の
絡
ん
だ
松
が
男
性
と
し

て
演
じ
ら
れ
ま
す
。そ
の
藤
娘
を

お
人
形
や
羽
子
板
と
し
て
、娘
の

成
長
を
願
っ
て
よ
く
飾
ら
れ
て
い

夏
花
の
種
ま
き

　
種
か
ら
ま
く
身
近
な
夏
花
に

は
、
ひ
ま
わ
り
・
ア
サ
ガ
オ
・

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ア
ス
タ
ー
・

サ
ル
ビ
ア
等
が
あ
り
ま
す
。

①
種
か
ら
育
て
る
メ
リ
ッ
ト

　
例
え
ば
、
ア
サ
ガ
オ
の
種

を
ま
く
と
数
日
後
、
本
葉
と

は
違
う
双
葉
（
子
葉
）
が
開

く
。
幼
苗
期
の
姿
を
知
る
種

ま
き
は
、
植
物
の
神
秘
を
知

る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。

②
種
が
発
芽
す
る
三
つ
の
条
件

　『
水
』『
酸
素
』『
温
度
』

　
乾
燥
し
た
種
に
水
分
と

酸
素
が
取
り
こ
ま
れ
る
と

内
部
の
部
位
が
活
動
を
開

始
し
、
細
胞
分
裂
が
起
こ

り
、
発
根
・
発
芽
が
始
ま
る
。

発
芽
適
温
は
生
育
適
温
よ

り
や
や
高
い
温
度
が
よ
い
。

③
種
ま
き
の
基
本

◎
発
芽
ベ
ッ
ド
（
ま
き
床
）

を
用
意
す
る
。

◎
用
土
を
湿
ら
せ
、
種
を

ま
く
。
粒
の
細
か
い
種

は
、
種
と
同
量
の
細
か

い
砂
を
混
ぜ
る
と
発
芽

し
た
時
に
芽
が
込
み
合

わ
な
い
。
大
粒
の
種
は
、

一
粒
ず
つ
ま
く
。

◎
ラ
ベ
ル
を
書
い
て
立
て
る
。

　
皆
さ
ん
、
咲
く
の
を
楽
し

み
に
種
か
ら
ま
い
て
夏
花
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

艶
や
か
に
絡
み
つ
く 

～
フ
ジ
～

ま
す
ね
。

　

し
か
し
、林
業
か
ら
す
る
と
、木

に
絡
み
つ
い
て
し
ま
う
フ
ジ
は
厄

介
者
。ツ
ル
植
物
の
中
で
も
特
に

強
靱
で
、フ
ジ
の
ツ
ル
は
太
い
も

の
で
人
の
腕
く
ら
い
に
も
な
り
ま

す
。昔
は
吊
り
橋
に
も
使
わ
れ
た

ほ
ど
。そ
し
て
、絡
み
つ
い
た
木
の

上
ま
で
は
い
上
が
り
、葉
を
広
げ

て
し
ま
う
と
、も
と
の
木
は
陰
に

な
っ
て
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、丈
夫
な
フ
ジ
か
ら
作
っ

た
布
は
、江
戸
時
代
に
綿
が
普
及

す
る
ま
で
、作
業
着
に
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。万
葉
集
に
「
大
王
の

　

塩
焼
く
海
人
の　

藤
衣　

な
れ

は
す
れ
ど
も　

い
や
め
づ
ら
し

も
」と
い
う
歌
が
あ
っ
て
、「
着
慣

れ
た
藤
衣
の
よ
う
に
古
妻
は
少
し

強
い
け
れ
ど
も
よ
い
も
の
だ
」と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　

き
れ
い
な
花
だ
け
で
な
く
、そ

の
強
さ
も
ま
た
女
性
の
象
徴
で

し
ょ
う
か
。男
心
と
し
て
は
、日
の

目
を
見
な
い
ほ
ど
覆
い
被
さ
っ
て

ほ
し
く
は
な
い
け
れ
ど
、少
し
は

絡
み
つ
い
て
ほ
し
か
っ
た
り
す
る

の
で
し
ょ
う
か
…
？

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

旧
友
を
送
り
新
た
な
仲
間
を

迎
え
気
騒
し
い
日
々
を
過
す
内
に

気
が
つ
く
と
も
う
五
月
だ
。
今
年

は
桜
の
開
花
も
早
く
、
桃
や
り
ん

ご
の
花
も
連
休
前
に
咲
き
誇
っ
て

い
る
。
急
ぎ
の
作
業
に
汗
す
る
人

も
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
食
い
し
ん

坊
の
私
は
そ
の
実
り
の
方
を
心
配

す
る
ば
か
り
。
突
然
、風
が
ゴ
ォ
ッ

と
背
中
を
押
し
て
吹
い
て
き
た
。

ま
る
で
余
分
な
も
の
を
吹
き
飛
ば

す
よ
う
に
。
そ
う
、こ
の
風
に
乗
っ

て
新
し
い
風
が
吹
け
ば
い
い
。

（
荒
川
・
荻
原
・
青
木　

記
）

木に絡みつき花を咲かせるフジ

サバの竜田揚げ
① サバの切り身は、一口大のサイコロに切る。
② ①を☆を合わせた調味料に漬ける。
③ ②に片栗粉をまぶしつける。
④ 中温に熱した油で、きつね色になるまで揚げる。

38

　保育園の給食から「サバの竜田揚げ」
です。
　敬遠しがちな青魚ですが、竜田揚げにす
ると「これお肉？」と勘違いする子もいる
ほど食べやすくて人気のメニューです。
　「サバは冷たい海で、速いスピードで泳
いでいるんだよ」とお話しすると、「ならぼくの足も速くなるかも！」
とパクパク食べる子どもたち。
　一緒に食べながら、会話も楽しむことで、その食材と楽しいお話
が結びつき、好きな食材が増えていきます。
　子どもの好き嫌いを減らすためにも、食事中の会話はとても大切
ですね。　　　　　　　　　（たかやま保育園管理栄養士　伊藤麻子）

サバ切り身･････････････ 160ｇ
しょうが絞り汁･････ 小さじ１/2
酒･･･････････････････ 小さじ１
みりん･････････････ 小さじ２/3
しょうゆ･･･････････ 小さじ２/3
片栗粉･･･････････････････ 適宜
揚げ油

☆
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日 曜日 行事予定（会場 • 時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 金

2 土

3 日 消防技術大会（13 時 30 分～　小学校グラウンド）☞ 13 頁 総務課総務係 ☎ 214-9243

4 月

5 火

6 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

7 木 3・7・10 カ月児健診（チャオル）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

14 木

15 金

16 土

17 日 第４回分館対抗インディアカ大会（８時 30 分～　中学校体育館） 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

18 月

19 火 基本健康診査（堀之内研修センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

20 水
基本健康診査（高井トレーニングセンター）　☞ 4 頁
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁
保育園開放日（10 ～ 11 時 30 分　たかやま保育園）　☞ 19 頁
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館研修室）

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係
子育て支援センター
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 242-1202
☎ 246-7445
☎ 214-9243

21 木
基本健康診査（北部トレーニングセンター）　☞ 4 頁
教育委員会定例会（10 時～　公民館視聴覚室）
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
教育委員会子育て学校教育係
教育委員会生涯学習係

☎ 242-1202
☎ 214-9761
☎ 214-9762

22 金 基本健康診査（ふるさとセンター、チャオル）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

28 木 子育てセミナー（10 ～ 11 時 30 分　チャオル）　☞ 19 頁 子育て支援センター ☎ 246-7445

29 金

30 土

7/1 日

7/2 月 6 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 19 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

６ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●６月の予定
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《６月の高齢者福祉センター利用計画表》　◆社会福祉協議会　☎ 242-1220
日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名
1 金 赤 和、 荒 井 原 11 月 千本松、新堀、堀之内 21 木 宮 関、 荻 久 保
2 土 紫、 緑 ケ 丘 12 火 水 中、 久 保 22 金 蕨平、天神原、温泉
3 日 二ツ石、松南、黒部 13 水 赤 和、 荒 井 原 23 土 千本松、新堀、堀之内
4 月 駒 場、 松 原 14 木 紫、 緑 ケ 丘 24 日 水 中、 久 保
5 火 桝 形、 三 郷 15 金 牧、 福 井 原 25 月 赤 和、 荒 井 原
6 水 　休 所 日　 16 土 二ツ石、松南、黒部 26 火 紫、 緑 ケ 丘
7 木 中原、なかひら 17 日 障がい者の皆さんの利用日 27 水 二ツ石、松南、黒部
8 金 牧、 福 井 原 18 月 駒 場、 松 原 28 木 駒 場、 松 原
9 土 宮 関、 荻 久 保 19 火 桝 形、 三 郷 29 金 牧、 福 井 原

10 日 蕨平、天神原、温泉 20 水 中原、なかひら 30 土 桝 形、 三 郷

●６月の予定

※この利用計画の地区以外の方など、どなたでもご自由に利用いただけます。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

6 月 7 日㈭
保健福祉総合

センター
（チャオル）

10 カ月児 平成 29 年 7 月生まれ 午後 1:00 ～ 1:10 母子手帳・乳児の歯ブラシ • バスタオル
7 カ月児 平成 29 年 10 月生まれ 午後 1:10 ～ 1:20 母子手帳 • バスタオル
3 カ月児 平成 30 年 2 月生まれ 午後 1:20 ～ 1:30 母子手帳 • 保護者の歯ブラシ • バスタオル

《３カ月・７カ月・10カ月児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

《健康相談》◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　考

6 月 6 日㈬
6 月 13 日㈬
6 月 20 日㈬
6 月 27 日㈬

保健福祉総合
センター

（チャオル）
午前 9:00
 ～ 12:00

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・育児相
　談など健康管理全般について知りたい方はお出かけください。
＊電話での相談も随時受け付けております。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎ 242-1203）
　にご相談ください。

《６月の納税等の納期限・口座振替日》　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

６月分 7 月 2 日㈪
村県民税 １期分 保育料・児童クラブ利用料 ６月分

水道料金 ２期分 学校給食費 ６月分

《保育園開放日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445《子育てセミナー開催日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445
保育園名 期　日 時　間

たかやま保育園 6 月 20 日 ㈬ 午前 10:00
　～ 11:30

日　時 会　場 内　容
 6 月 28 日 ㈭
 午前 10:00 ～ 11:30

保健福祉総合センター
（チャオル）

パネルシアターを
楽しもう

※セミナーへの参加は事前に申込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。
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村の人口
平成 30 年５月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）
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たかやま保育園

◆子育て支援センター（たかやま保育園内）
　☎２４６―７４４５

子育て支援センターを
紹介します
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世帯数（− 5）   2,456 戸
人　口（− 3）   7,147 人
　男  　（− 4）   3,550 人
　女  　（＋ 1）   3,597 人

　４月４日㈬に入園式が行
われ、いよいよ新年度が
始まりました。今年度は
33名の新入園児を迎えて、
160名でのスタートです。
　初めてお家の方から離れ
て園生活を始めるお友だちは、不安や涙もいっぱいでしたが、
少しずつ笑顔を見せてくれるようになり、元気に過ごせるよ
うになってきています。進級したお友達は、一つ大きいクラ
スになった喜びで、「もう○○組だからできるよ！」と張り
切って生活している姿がとても頼もしいです。
　園庭の桜は例年より早く咲きほこり、春の自然に触れなが
ら、戸外遊びや散歩を楽しんでいる子どもたちです。今年度
も、園の保育目標である「子どもの笑顔輝く保育園」を目指
して、子ども達一人ひとりの成長を楽しみに寄り添っていき
たいと思います。みんなみんなおおきくなあれ !!

家族の絆で特殊詐欺を撃退 !!

「特殊詐欺、ひとごとじゃない！」

高山村子育て支援センターでは、乳幼児を持つご家庭を
対象に、子育てのお手伝いや応援をするために様々な事
業を行っています。

【わくわく広場・チャオル利用日】
　みんなで集まって遊んだり、親子の交流をする場で
す。どなたでも申込みなく参加いただけます。村外の
方も大歓迎です。お友達を誘って、たくさん遊びに来
てください。

【年齢別遊びの広場】
　お子さんの年齢別（０歳児・１歳児・２歳児以上）
による交流を楽しみます。同じ年齢ならではの情報交
換もできます。

【子育てセミナー・父親講座・母親講座】
　子育て中の皆さんが学習したり、親子で楽しんだり、
いつもより、ちょっと特別な時間を用意します。素敵
な講師もお呼びします。

【子育て相談】
　面談による相談・電話相談の他、カウンセラーによ
る相談も行っています。
　その他サークル支援・世代間交流・お父さんも一緒・
保育園開放日等々、楽しい事業がたくさんあります。
ぜひ足を運んでみてください。

利用時間　平日午前 10 時～午後３時（お弁当持参可）


